


◯表題「紫友」の説明

表題の「紫友」は、会報第82号で紹介したとおり近代書道家の中国水墨画家　王

石明氏（京都市立芸術大学卒）の揮毫によるものである。

紫は昔から高貴、優雅な色とされ、深く、浅く、粋を伝え、高位の公家や僧侶の

着衣に用いられていた。

また、動物を象徴しているとも言われている。

旧陸軍獣医部制服の襟章は紫色を用いていた。

京都府の府章やプロサッカーのパープルサンガのユニフォームの色にも用いら

れ、京都を表現している。

パープル調であれば、京都府の獣医師として心が通じあえて、心がひとつになれ

る仲間でありたい。

◯表紙「写真」の説明

平成23年度京都府動物愛護写真コンクール特選写真

今年度の京都府動物愛護写真コンクールで、応募作品70点の中から綾部市の

岩鼻　久江さんの作品「あれ？ なあに！！」が見事特選に選ばれました。
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平成23年度全国食鳥指定検査機関
情報連絡会議の概要

京都府獣医師会
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2011動物感謝デーin JAPAN開催される
World Veterinary Days
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日本獣医師会委託
「新規獣医師臨床研修促進講習会」

京都府獣医師会
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最近の話題

米国牛輸入　「30ヵ月以下」に緩和へ　政府月内に見直し案
政府は31日、牛海面状脳症（ＢＳＥ）問題を理由に輸入を制限している米国産やカナダ産などの牛肉に

ついて、規制を緩和する方針を固めた。検疫業務を所管する厚生労働省が、具体的な見直し案を11月中に
もまとめ、提示。国内外の調整を経て、早ければ来年前半にも緩和される見通し。
現在「月齢20カ月以下」に限って認めている対象を「30カ月以下」まで拡大する案を中心に検討してい

る。厚労省は31日、薬事・食品衛生審議会を開催。見直しに向けた方針が了承された。
米国などはこれまで日本に輸入緩和を強く要求。厚労省も「現行の検査態勢や輸入制限は、感染牛の確

認が減少した現状に合致していない」と見直しに前向きだったが、農水省が抵抗し、調整が続いていた。
今回、政府が緩和の方向で一致した背景には、東京電力福島第１原発事故で、日本の農産物が輸入規制

される事態となり「風評被害を防ぎ規制を解いてもらうには、安全について日本側も科学的な根拠で応じ
る必要がある」との判断がある。
審議会で厚労省は、日本国内で感染第１例が確認された2001年には、世界で2215頭の感染牛が確認され

たが、昨年は45頭、今年は９月末現在で12頭まで減少している現状を報告。食肉処理時に検査をしている
欧州連合（ＥＵ）でも対象は72カ月を超える牛で、21カ月以上という日本の基準が厳しいことも説明した。
 （京都新聞　11.11.9）
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お 知 ら せ コ ー ナ ー
（ぜひご一読ください）

京都府獣医師会

－46－

最近の話題

原発20㌔圏内　福島の犬猫捕獲府職員4人派遣
福島第１原発事故で原発周辺に取り残された犬や猫や捕獲のため、京都府は６日から、獣医師と衛生技

師の職員計４人を福島県に派遣する。警戒区域に指定されている同原発の半径20㌔圏内に入り、麻酔薬を
塗った吹き矢で捕獲にあたる。
原発周辺で、避難した住民のペットだった犬や猫の野生化が問題となっており、福島県から支援要請が

あった。府が犬や猫の捕獲で同県に職員を派遣するのは初めて。
現地での活動は７～11、14～18日。獣医師と衛生技師がペアになり20㌔圏内を車で巡回、捕獲した犬や

猫を福島市などになるシェルターへ搬送する。
職員は放射線測定器を身に付け、累積の線量が95マ イ ク ロシーベルトに達すれば派遣期間中でも作業は中止する。
 （京都新聞　11.11.6）
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最近の話題

年度末見込み　復興債が影響　国借金1千兆円突破
国債や借入金などを合計した国の借金が2011年度末に初めて１千兆円を突破し、1024兆1047億円となる

見込みであることが８日、分かった。11年度第３次補正予算案で、東日本大震災の復興費を賄う復興債を
11兆5500億円発行することが影響した。従来の見込みは額は995兆9231億円だった。
為替市場への介入資金に充てる外国為替資金証券（外為証券）の発行枠を15兆円拡大することや、東京

電力福島第１原発事故の賠償資金となる「交付国債」の発行枠を３兆円増やすことも、残高見込み額を押
し上げた。
11年度末の国の借金が過去最高を更新し、財政悪化が進むのは確実。ただ、外為証券の発行残高は６月

末時点で約112兆円で、165兆円の発行枠には数十兆円の余裕があるため、財務省は「借金が実際に１千兆
円を超えるかどうかは分からない」としている。
国の借金は、国の資金調達活動の全体像を示している。
これに対し、主に税金で返済する借金を対象とするのが「国と地方の長期債務残高」で11年度末に894

兆円に達する見込みだ。 （京都新聞　11.11.9）
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